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§1､問 題
まず在来〟け ラウン運動0-3理論を ,Chandrasekharul論文1)を手太 に
して ,説明しておこう? できるだけ簡単に書 くために ,こ0-)節だけで,fLくI
全位をつ うじて 1次元o)話 として書 くが ,5次元の 問題に読みかえることは .
いたって容易であると思 う, 時 tに粒 子が速度 V をもっことの確峯分布函数
P(U.i)がみたすべきスモJL/コフスキー方程式 は ,
p(,J,t十Aih lp(V-Au･t)桝 zJ-du;加)d(Au). (1)













において ,A(tl が Ga･ussian random proces･Sであると,B(Ai)
の確率分布はガウス分布であって i分布函数が
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であることになるC, (日 において .At.Av について .チ-ラ-展開を
おこない , (6)をつかうと ,
ap 8 82
～ - P古㌻rvp)+q詔 タ∂≠ (7)
がえ られるか これが .Fokker-Plancka)方程式である, (7)の初期条件 ,
P(V,0)-♂(V-vo )
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はどうい うことか というと ,確率過程 A(t･) か ら ,確率過程u(i) を導
くべき基太の式 ,ランジバ ン方程式 【2)の中に ,すでに緩和の項 .-PL,
が入っていることVTLついてであるo この点 でこういう在来の理論紘 .太質的
な理論ではないと .私は思 うのである( (9) をうるためには . (5)をア
プリオ;)に仮定 しなければ/?らなかったという不手際が現れるというの も ,
理論o)不十分さ0-1-つの反映 であa-a)だと思 うn random force7tA(i)d.
o'確率過程が ･ 茄 u ニA(i) によって ･u U〕確率過程tyrc-ひきうつ される
ということによっ て .歴論が展開 される_べきではないのかの random force
の媒質中に ,粒 子が速度をもってはいってくると ,粒 子は random force
から抵抗をうける03であるE,電気抵抗などというも0-3でも .そういうかたち
で出てきていることを .私たちは知っているE, こういう不満を解決 したいと
いうのが ,以下に述べる話の目的である(
§2 重 備




ロピーvc相当して ,ある定まった状態か ら ,いろんな他uJ状態-移行する遺
すt;についての確塞あ,るいはエントロピーを導入するという考え方である.,
この腰琴Uj太筋を簡単に説明しようホ
7n ,n等 で系の状態を表わす,.N(>> 11 の系のアンサンプJレを考え
る,, P(n.tl iま時刻 tvTLおける分布函数 で ,アンサンプ'L'中 ,NP(a.tl
′
ケの系が .tにおいて .状態nにある{NP(a,i;78.i) を以て .蒔t
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には状態 nにあ り,時 t/には状態7nにある第0)数 とするか 即ちP(n.t.･n.t′)










が成立つべきであるE,時間 Tu,'間に .系が班態nか ら状態7nに移行する転移









であたえられる( klnW(P) が状態u)移行EJr_かんするエントロピ- と考
えられ る,系が温度 Tの熟浴に さらされている場合には .こU)ほかに ,
sb- tSb)e+且 ∑∑〔E(nト E(7n-〕P(n ･t;7n･t+T12TTia
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§1でいった ように .私たちU)出発点にする0)紘 , (2)ではなくて .
霊 - A(= (2.)
である【7nA(i) は random forceを表わす,量子論においては ,
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a(n･7n､-T iq可 Tln> l2 ∂(E抑-En)((叫 '恒 - 移行
刺 )として .知っているが ,古典論においては ,これ をどう･とるべきである
か{われわれはこれを .以下述べる如 くに与える,.即ち (21) にしたがつ
て運動する粒 子o)分布函数f(V,日 をとると ,そ担 ま
∂f ∂fニ +ー A r 二 一 二 0
∂i ∂V (22)
をみたす, (22)紘 (2110jTj.ウビュ方程式 である¢ (22)を積分L
て ,
f{V･t+"-f州 -｣ ;dt/A,i+iJ,Ef{vl･糾 .''




×評 f(u･= +机 A5)A
ここで .A(i) は stationaryGaussianrandomprocessであると
して ,確率平均をとると .
∂2
i(V･t十で)-f(y･t)-αT詔 flv:= 十OtT2) (25)





i(V･t十T)=∂tV⊥vo恒 で訂 ･恒 -vo')･






o(vo.ul'-q 詔 ∂(ムー uo)
プラクソ運動
(26)
で与えられ ることがわか る E. これを日 9)式 に いれて.和 を積分vTLすると .
E IE
-ai (句 中 vj.i誘 宗 8{V-V,)
E_E'




=q ;巧 くPtvJ･H e`ル` -ptu･H e ′V==u













であるム'即ち (21)からFokker-Planck方程式 (27)を導 くことがで
きた? (28)をアプ リオ リに仮定することなしにE.ここでは (27)紘 ,
必然的に導かれてきたのである.q
島4 スピンの統計的虜論
統計細 論51においてほ .スピン緩和の方程式は ,narrowing limit
QCおいて .プロツホ方程式が えられず .プロツホ方程式で ,温度を-にした
ものがえられるにすぎないE, この点だけでな く.スピン運動の確率論はブラ
ウン運動の場合と ,′大分ちが う宣 うに見えている? しかしながら .われわれ
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が ,§5で用いた方法を .そっくりそのまま使って ,プロツホ方程式を導け
ることがわかった, 確率過程論の立場か ら見て .スピン媛和U)問題 も ,ブラ
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